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2012 年 1 月 30 日（月）、早稲田大学所沢キャンパスにて、早稲田大学大学院スポーツ科学研
究科のグローバル COE プログラム博士後期課程修了予定者による発表会が行われた。この発表
会はグローバル COE プログラム「Sport Sciences for the Promotion of Active Life」の教育活動の
一環として、本プログラム博士後期課程修了予定者の考え方や体験談、助言を通して、1・2 年
次登録学生により良い研究活動を推進する目的として、昨年度と同様に開催した。今回は特に、
修了予定者全員が博士後期課程入学年度からグローバル COE プログラムに登録しているため、
発表者には本プログラムで実施した研究内容および学んだ経験を 1・2 年次登録学生に対し発表
してもらい、拠点リーダー、研究科長、プロジェクトリーダー、研究院助教、研究助手も交え
て、活発な意見交換が行われた。以下、8 名の発表者を含むグローバル COE プログラム博士後
期課程全修了予定者 16 名からの「博士論文の概要と大学院生活を振り返って」レポートである。 
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中高齢者におけるローイング運動の健康維持・増進効果 
―博士論文の概要と大学院生活を振り返って― 
 
早稲田大学大学院スポーツ科学研究科  
博士後期課程3年 浅香明子  
  
博士論文の概要 
中高 齢者 の健康 維持・増進 と生 活 習慣 病予
防のために、心肺体力向上を目的とした有酸素
運動と、加齢に伴う筋量低下予防を意図したレジ
スタンス運動が推奨されている。ローイング（ボート
漕ぎ）運動は、この両運動要素を兼ね備え、座位
で行うため膝への負担も少なく、高齢者でも安全
に行える運動であると考えられる。そこで博士論
文では、中高齢者におけるローイング運動の生活
習慣病予防および筋量低下予防への効果を明
らかにすることを目的とし、中高齢のローイング愛
好者を対象とした横断研究と運動習慣のない高
齢者を対象とした2つのトレーニング研究を実施し
た。 
その結果、中高齢者におけるローイング・エル
ゴメータを用いた運動は、心肺体力の向上、動脈
硬化リスクの改善、内臓脂肪量の減少、大腿部
および体幹部の筋量の増加がみられ、有酸素運
動とレジスタンス運動の両要素を兼ね備えた安全
な運動である可能性が示唆された。一方、ローイ
ング運動の簡易化を目的としたエクササイズチュ
ーブを用いたローイング運動によって、筋量低下
予防効果が認められたことから、チューブローイン
グはレジスタンス運動の要素を持つが、有酸素運
動の要素を兼ね備えるためには、運動の強度や
時間、頻度、実施期間などいくつかの改良が必
要であることが明らかとなった。 
 
大学院生活を振り返って 
博士論文を書くにあたり、しっかりとした研究計
画や研究の実行、論文作成などスケジュール管
理が大事だと言われるが、私自身、最初はある程
度の余裕があると思われる計画を立て試みては
みたものの、早い段階で様々な問題点が積み重
なり達成できないことが明らかとなり、すぐに挫折
した。 
一方、その代わりに得たものとして、人前での
発表や英語に少し慣れたことが挙げられる。どち
らも苦手意識が強くあったが、この先、国内であろ
うが国外であろうが社会に通用する研究者になる
ためには、「学生」として守られている内に苦手意
識を少しでも克服すべきだと思い、研究のスケジ
ュール管理を疎かにしながらでも、機会があれば
できる限り挑戦し続けた結果、少し慣れることがで
きたと思う。正直、無事に博士論文を提出できた
今だから言えることではあるのだが、博士論文は
博士の学位をとるためには必ず書かなくてはなら
ないものであるが、恵まれた環境で研究を行うこと
ができる今、その機会を無駄にせず、挑戦できる
ことには時間を惜しまず挑戦すべきだと思う。 
今後、どのように研究を進めていったらよいか
は未だ悩んでいるところであるが、将来において、
早稲田大学大学院スポーツ科学研究科で学位
を取得した一人として、それに値する研究者を目
指していきたい。 
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免荷運動の科学的基礎と応用への試み 
―博士論文の概要と大学院生活を振り返って― 
 
早稲田大学大学院スポーツ科学研究科 
博士後期課程 3 年 井上夏香  
  
博士論文の概要 
本研究は、免荷運動の代表である水中運動と
近年注目 を集めている荷重免荷型トレッドミル
（AlterG）を用いて、筋活動特性や足底圧との関
係を明らかにし、運動療法への有用性や応用を
検討することを目的として行ったものである。本研
究では、第 1 に、水中運動時の筋活動は運動様
式で大きく異なり、水中では移動を伴う運動は粘
性抵抗が主に影響し、筋力トレーニングに有用で
あること、上下動の運動は浮力が主に影響し、関
節可動域やバランス訓練に有用であることが示
唆された。第 2 に、慢性腰痛を有する中・高齢者
に 3 ヶ月間の水中運動を行った結果、腰痛は軽
減傾向を示し、下肢筋力、バランス能力、柔軟性
が有意に改善することが明らかとなった。第 3 に、
荷重免荷型トレッドミル(AlterG)を用いた歩行は、
荷重免荷量が増加するに従い、大腿前面、下腿
後面の筋活動が減少し、大腿後面、下腿前面の
筋活動は増加し、足底接触ピーク圧、接触面積
は減少することが明らかとなった。第 4に、荷重免
荷型トレッドミル(AlterG)を用いた走行は、大殿筋
は有意に筋活動が減少し、接触ピーク圧は前足
部より踵部のほうが減少することが明らかとなった。
以上より、水中運動は全身のコーディネーション、
バランス訓練、筋力維持・強化、関節可動域訓
練に効果的で、腰痛者や体幹・股関節機能障害
者 、 筋 力 ・ 筋機能 低 下 者 に 有 用 で あ る こ と 。
AlterGは免荷時期での正常な歩容・走行動作の
獲得に効果的で、急性外傷・術後早期の足・膝
関節障害者、松葉杖等の使用者に有用であるこ
とが考えられ、これら免荷運動は日常生活や競
技復帰に向けた運動療法として効果的であること
が示唆された。 
 
研究活動を振り返って 
本研究は、多くの関係者・協力者のもと実験が
行われ、研究活動が遂行できたものである。本実
験は、早稲田大学では施設が整っていないため、
他研究機関・施設のご理解・ご協力のもと実験を
行った。何度も足を運 び、他研究機関・施設の
方々と信頼関係を結び、分かりやすく簡潔に説
明することの大切さを学んだ。また、対象者が腰
痛者ということで、被験者集めが予想以上に大変
であり、トレーニング中、症状の悪化の有無などリ
スク管理を徹底して行うことも大変であった。すべ
ての実験を通して実験に快く協力してくださった
被験者の皆様、実験を手伝ってくださった皆様に
は心より感謝したい。また、さまざまな学会や発表
会に参加できたことは自分にとって大きな刺激と
なり、一周り成長させてくれるものであったと思う。
学会では実験の手法や内容など自分の研究デ
ザインの参考になり、発表では自分の言葉で内
容を丁寧に分かりやすく伝えるという勉強になっ
た。後輩のみなさんも出来るだけ多くの学会に参
加、発表することで自分を磨いていってほしいと
思う。また、博士号を取得した後のことも博士課
程の最初の頃からしっかり考え、将来の自分のや
りたいことに繋げていってほしいと思う。
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慢性腰痛患者に対する体幹深層筋に注目した運動療法の有効性 
―博士論文の概要と後輩へのメッセージ― 
 
早稲田大学大学院スポーツ科学研究科 
博士後期課程 3 年 太田恵 
  
博士論文概要 
近年では、腰痛患者において腹横筋や多裂
筋といった体幹深層筋の機能不全があることが
報告されている。そこで我々は、体幹深層筋に注
目したスタビライゼーションエクササイズによって
疼痛および腹筋群の筋厚にどうような変化が生じ
るのか明らかにしたいと考え、本研究を行うに至
った。 
まず健常者を年代ごとに青年群、壮年群、中
年群、前期高齢群、後期高齢群の 5 群に分け、
各年代で比較して腹筋群の各筋厚に差異がある
かを明らかにするため、測定・解析を行った。その
結果、青年群と比較して、腹直筋は壮年群以降、
外腹斜筋および内腹斜筋は中年群以降で有意
に低値を示した。しかし、腹横筋はいずれの年代
間にも有意差がなかった。腹横筋は腹筋群の中
では加齢による影響が小さく、歩行可能な高齢
者においては維持していることが示唆された。 
次に、慢性腰痛患者および健常者において、
腹筋群の筋厚およびその左右非対称率に差異
があるかを明らかにするため、測定・解析を行っ
た。その結果、腹横筋においては有意差がみら
れ、慢性腰痛患者のほうが筋厚が小さく、左右非
対称率が高かった。先行研究では腰痛患者にお
いて多裂筋の萎縮や左右非対称性が報告され
ているが、本研究では腹横筋にも同様のことがい
えることが明らかになった。 
さらにそれまでで得られた結果をもとに、慢性
腰痛患者に対して体幹深層筋に注目したスタビ
ライゼーションエクササイズを施行し、それによっ
て介入後に効果があるかを明らかにするため、測
定・解析を行った。スタビライゼーションエクササイ
ズは、臍の引き込み運動および四つ這い位での
四肢挙上運動を用い、3 ヶ月間毎日継続するよう
指導した。その結果、介入後において疼痛が有
意に減少した。QOL についてもすべての項目で
向上した。また筋厚については、腹横筋において
のみ有意差が認められ、筋厚が増大し、その左
右非対称性が改善した。 
本研究で得られた知見は、医療従事者たちが
腰痛の治療に従事する際の有益な情報となり得
ることが期待される。 
 
苦労話や後輩へのアドバイス 
私自身は博士課程から早稲田大学に入学し
ました。早稲田大学の良さは自由な雰囲気であ
るところだと思います。しかし、自由であることは自
己責任を伴うということであると言えます。自発的
に行動しないと 3 年間はすぐに経ってしまいます。
特に、博士課程から研究室を変えた場合は、ゼ
ロからのスタートになるので時間的にかなり不利と
なることでしょう。積極的に学会発表、論文執筆
に取り組むのが望ましいと考えます。 
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運動トレーニングによるメタボリックシンドローム改善の機序解明 
―博士論文の概要と大学院生活を振り返って― 
 
早稲田大学大学院スポーツ科学研究科 
博士後期課程3年 川西範明 
 
博士論文の概要 
近年、メタボリックシンドロームの病態基盤とし
て自然免疫システムが関与することが明らかにな
っている。実際に、肥満に伴い脂肪組織や肝臓
では炎症性マクロファージの浸潤が亢進して、
様々な炎症性サイトカインを産生することが報告
されている。一方で、運動トレーニングは肥満患
者の炎症性サイトカインの血中濃度を低下させる
が、組織局所における炎症状態が改善するのか
については明らかではない。 
研究課題1では、運動トレーニングは肥満マウ
スにおける脂肪組織の炎症状態を改善することを
明らかにした。また、運動トレーニングは炎症性マ
クロファージの浸潤抑制および抗炎症性マクロフ
ァージの浸潤亢進を誘導することが明らかになっ
た。 
研究課題2では、運動トレーニングが肥満マウ
スの非アルコール脂肪性肝炎の病態改善とその
調節作用に関して検討を行った。運動トレーニン
グは脂肪肝および炎症状態を改善することが明
らかとなった。また、同様に運動トレーニングは肝
細胞の風船化様腫大およびアポトーシス由来の
肝障害、肝星細胞活性化を介した肝線維化を改
善することが明らかとなった。加えて、運動トレー
ニングはマクロファージの浸潤を走化性因子の減
少を介して抑制することが明らかになった。以上
の研究結果から、炎症性マクロファージの組織浸
潤を抑制することにより、炎症状態を改善する可
能性が示された。 
研究活動を振り返って 
博士課程の3年間においては、研究計画の設
定、動物実験、学会発表、学会誌論文投稿と
様々な経験を得て、博士論文を作成してきた。実
験に関しては、免疫学を中心とした分子生物学
的実験手法を用いて解析を行ってきたが、最新
の実験手法を習得する上では他大学の様々な研
究者に指導をいただく機会を得られた。その中で、
運動免疫学とは異なった視点でのアドバイスを多
くいただき、計画設定や実験を有益に遂行するこ
とができた。したがって、所属している研究室以外
の様々な研究者と知識や技術を共有する機会を
積極的に持つことで、多方面から新たなアプロー
チに取り組むことが可能になるのではないかと考
えられる。 
また、GCOEプログラムのプロジェクトⅡの共同
研究として、次席研究員や他分野の研究室に所
属する博士課程学生と共同研究として高齢者を
対象としたウォーキング介入研究に参画させてい
ただける機会を得られた。本プロジェクト研究では、
私の習得した免疫学的解析手法を生かして免疫
細胞機能解析を中心に協力をさせていただき、
動物実験から臨床研究への応用といったプロセ
スを経験することができた。GCOEプログラムには
様々な分野の研究室が参加していることから、多
様な解析手法を用いて今後もプロジェクト研究に
積極的に取り組むことを期待したい。 
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韓国老人福祉館の利用者の健康関連 QOL と利用に関連する要因の検討 
―博士論文の概要および後輩への助言― 
 
早稲田大学大学院スポーツ科学研究科 
博士後期課程 3 年 金賢植  
  
博士論文の概要 
韓国では、2008年 7月から介護保険制度が実
施され、高齢者の介護予防や QOL 向上を目的
とした健康増進事業の重要性が提起されている。
特に、既存の住居地域内で手軽に利用できる老
人福祉館を活用する方案が健康増進事業の１つ
として期待されている。健康行動に関連する研究
モデルでは老人福祉館の利用と健康関連 QOL
との関連性を実証することで、老人福祉館利用を
健康増進事業の 1 つとすることの意義を裏付けら
れることができる。また、老人福祉館の利用者を
増やすための効果的な支援方策の開発の必要
性がある。そこで老人福祉館の利用状況に関連
する心理的、社会的および環境的要因を明らか
にすることで、効果的な支援方策開発の手がかり
が得られる。課題１では、事例として取り上げた老
人福祉館では、地域高齢者を対象に、社会教育、
福祉厚生、健康増進、高齢者ボランティア、リハ
ビリなど様々なプログラムが実施されていた。課題
2 では、老人福祉館の利用状況と健康関連 QOL
との関連性を検討する結果、老人総合福祉館を
利用している集団の方が、利用していない集団と
比較して、健康関連 QOL の下位尺度である身
体機能、日常役割機能（身体）、活力が高いこと
が示された。課題 3 では、老人福祉館の利用に
影響する心理的、社会的および環境的要因を検
討する結果、韓国高齢者の老人福祉館の利用
状況には、セルフ・エフィカシー、促進要因と阻
害要因、ソーシャルサポート、交通の利便性およ
び老人福祉館までの所要時間が関連しているこ
とが明らかとなった。本論文の結果は、韓国高齢
者健康の維持・増進対策のための戦略の構築に
対する重要な知見になるものと考えられる。また、
今後の展望として、老人福祉館の利用状況に関
する縦断的な評価を行うこと、効果的な介入方法
の開発と検証を実施すること、環境的な要因につ
いて客観的な評価と支援方策が重要であると考
える。 
 
後輩への助言 
留学生として入学した頃、言語の障碍で自由
自在に指導教員や研究室の大学院生との交流
ができないことに苦労した。しかし、指導教員から
の細心のご指導と研究室の大学院生からのご支
援のお陰で比較的早いうちに新しい環境に慣れ
た。また、GCOE プログラムが始まってから、定期
的な国際シンポジウムの参加や海外での学会発
表を通じて、多くの方々に触れて色んな面で大変
勉強になった。より良い研究を仕上げるには、本
人の努力はもちろんのこと、良いチーム作りは重
要なことであり、また、研究室のイベントに積極的
に参加し、先輩後輩同士、お互いの支援も大事
なことである。また、時間の許す限り研究室に行き、
毎週のゼミに参加し、研究の進捗状況を指導教
員に報告したり、他の大学院生にアドバイスを頂
いたりするなど情報を共有することは研究に役立
つと考える。 
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ストレスシステム、自律神経機能および内分泌機能に及ぼす 
断眠の影響と運動耐容能の変化 
―博士論文の概要と研究遂行のプロセス― 
 
早稲田大学大学院スポーツ科学研究科 
博士後期課程 3 年 小西真幸  
  
博士論文の概要 
運動は健康に様々な利点をもたらす一方、過
度な運動は心臓血管系の事故の危険因子となる。
特に、睡眠不足による自律神経や内分泌機能の
乱れが、過度な運動時の心臓血管系の事故の
引き金となる可能性が高い。そこで博士論文では、
睡眠不足（断眠）がどのようなストレスであるかを
検討し、さらに断眠による自律神経や内分泌機
能への影響、運動耐容能への影響を検討した。
その結果、 断眠は交感神経系のストレスとして
心身に作用し、内分泌機能を低下させる可能性
はあるものの、自律神経機能や他の代償機能が
働くことにより運動耐容能は維持されることが示
唆された。これらの知見は、運動中に生じる心臓
血管系の事故の発生機序を解明する一助として、
重要なエビデンスを提供すると考えている。 
 
研究遂行のプロセス 
博士論文を進めていくうえで重要である点を 2
点紹介したい。1 点目は年間スケジュールを把握
するという点である。博士課程では博士論文の執
筆が主要な課題であるが、他にもやらなければな
らないことは多くある。学会やシンポジウムへの参
加、各種申請書の作成、研究室内の業務等で
費やされる時間は予想以上に多い。年間スケジ
ュールを細部まで把握し、綿密に執筆計画を立
てることが重要である。2 点目は誰の意見をもらう
かを早めに決定するという点である。当然のことな
がら、先生方にもスケジュールがありいつでも意
見をもらえるわけではない。博士論文を見てもらう
先生が多くなればなるほど、スケジュール調整に
時間を要する。どの先生に、いつ、何を、何回見
てもらうかを早めに決定することが、博士論文をス
ムーズに執筆するうえで重要である。以上の 2 点
が、少しでもみなさんの助けとなれば幸いである。 
是非、博士課程の集大成を論文としてまとめ
上げ、スポーツ科学に大いに貢献されることを祈
念しています。GCOE プログラムを有効に活用す
ることは、研究のスピードを上げ、質を高めること
に非常に役立ちます。これからも同じ研究者とし
て、切磋琢磨していきましょう。 
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サッカー選手における方向変換を伴う運動のパフォーマンスに関する研究 
―博士論文の概要と大学院生活を振り返って― 
 
早稲田大学大学院スポーツ科学研究科 
博士後期課程 3 年 笹木正悟  
  
博士論文の概要 
スポーツにおける素早い方向変換は、競技成
績や勝敗に大きく関係する能力であるとともに、
現代スポーツで成功するための必須条件であると
言われている。自身の博士論文では、①体力的
観点、②技術的観点、③実践的観点から方向変
換を伴う運動のパフォーマンスについて多角的な
検討を行い、スポーツ現場における方向変換の
指導に繋がる指針を提示することをテーマとして
研究活動を進めた。 
研究課題 1 では体力的観点からのアプローチ
として、男子サッカー選手 175 名を対象としたフィ
ールドテストの記録から、方向変換走に必要な体
力要素について検討を行った。研究課題 2 では
技術的観点からのアプローチとして、男子サッカ
ー選手 12 名を対象として動作解析を実施し、方
向変換時における体幹運動と方向変換走のパフ
ォーマンスについて検討を行った。研究課題 3 で
は実践的観点からのアプローチとして、サッカー
のビデオ映像を用いた他覚的運動解析を実施し、
競技現場で生じたリアリティの高い方向変換につ
いて検討を行った。 
これら研究結果は、日本人の長所である方向
変換を伴う運動についての基礎的資料になると
考えられる。また、現場の指導者は本研究で得ら
れた知見をそれぞれ個別に取り上げるのではなく、
包括的かつ循環的に捉えて指導を行う重要性が
提言された。 
メッセージ 
早稲田大学は研究できる「人」と「環境」が融合
する、非常に魅力的かつ刺激的な場所であった。
しかしながら、この恵まれた場所に身を置けてい
ることは「当たり前」でなく、様々な研究と関われて
いることに感謝しつくせない課程であったと感じて
いる。 
研究活動は決して 1 人で完結できるものではな
く、様々な「人」同士が関わり合うことで幅と深み
が増してくる。そのため、様々な研究者とディスカ
ッションし、多くの知見を共有する機会をこれから
も大切にしていきたい。私たちには本過程で得ら
れた多くの知的財産と人との繋がりを今後の活動
に活かし、スポーツ医科学を早稲田大学から世
界に発信していく使命があると考える。そのため
にも、今後は早稲田大学に所属する先生方、過
程学生の皆さまと連携・協力しながら研究活動を
進めて行ければ幸せである。
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身体運動が睡眠に及ぼす効果についての総合的研究 
―博士論文の概要および研究活動を振り返って― 
 
早稲田大学大学院スポーツ科学研究科 
博士後期課程 3 年 塩田耕平  
  
博士論文概要 
本学位論文は、一過性の身体運動がその後
の夜間睡眠に及ぼす影響について総合的に検
討したものである。 
運動が睡眠に及ぼす効果は、運動の強度や
種類、実施時間やタイミングなど、数多くの条件
で検討していかなければ明らかにならない。本学
位論文では、このような大きな枠組みの一部とし
て 3 つの実験を行い、運動が睡眠に及ぼす効果
について検討した。 
実験 1 では、中強度の運動が夜間睡眠に及ぼ
す影響について検討した。その結果、中強度の
運動によって睡眠の質は良くなる可能性はあるも
のの、その変化は大きいものではないことが明ら
かとなった。 
実験 2 では、自転車エルゴメーターによる間欠
的全力ペダリング運動による疲弊が睡眠に及ぼ
す影響について検討した。さらに、実験 3 では、2
日間に渡る高強度レジスタンス運動が睡眠に及
ぼす影響について検討した。また、実験 2 および
3 では睡眠を睡眠ポリグラフ（PSG）、心拍変動、
深部体温といった生理指標から検討した。その
結果、高強度運動に関しては、運動の実施時間
帯によって、睡眠中の生理指標に異なる影響を
及ぼし、特に就寝直前の運動は睡眠の質を悪化
させることが明らかとなった。 
本研究の結果から、これまでに明らかにされて
いなかった、睡眠中の生理指標の変化を検討す
ることによって、運動が夜間睡眠に及ぼす影響に
ついて新たな知見を得ることが可能となった。 
 
研究活動を振り返って 
 私は、学部生から修士課程、博士課程を通
して内田研究室（スポーツ神経精神医科学）に所
属し、一貫して運動が睡眠に及ぼす影響につい
て研究活動を行ってきた。博士論文を書き上げる
までには、実験の計画・実施から、データの解析・
考察、論文執筆や学会発表などのプロセスを経
てきた。これら数多くのプロセスにおいて、研究指
導担当教員を始め多くの先生にご指導またはア
ドバイスをいただき、博士論文を書き上げることが
できた。また、グローバル COE プログラムの活動
に参加することで、多くの先生方や大学院生と議
論する機会に恵まれ、自分の研究活動に還元す
ることができた。これまでの研究活動を振り返って
みると、多くの関係者に支えられていたことを改め
て感じることができた。ありがとうございました。 
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身体形状の評価方法の開発とスポーツ・健康科学への応用 
―博士論文の概要と後輩への助言― 
 
早稲田大学大学院スポーツ科学研究科 
博士後期課程 3 年 設楽佳世  
  
博士論文の概要 
身体形状の評価指標は、身長、体肢長、周径
囲などの 1 次元指標、体表面積や断面積などの
2次元指標、身体質量、体積といった 3次元指標
の 3 つに分類することができる。近年、レーザー光
によるスキャニングから簡便に 3 次元形状を計測
する方法が新たに開発された。その方法を光学 3
次元形状計測法 （ three-dimensional photonic 
image scanning technique；以下 3DPS法）という。
3DPS法を用いることで、鉛直方向 2.5mm間隔で
詳細な座標データを取得可能である。3DPS 法に
よる身体形状の 1 次元指標の測定については、
先行研究において高い信頼性および妥当性が
既に確認されているが、3DPS 法が体表面積、体
積といった身体形状の 2 次元指標および 3 次元
指標の測定方法になり得るかどうかは不明である。
そこで博士論文では、まず 3DPS法が、身体形状
の 2次元指標（体表面積）および 3次元指標（体
積）の測定方法になり得るかどうか検証した。また
その応用として、体表面積の簡便な推定や、身
体組成の評価の可能性について検討した。その
結果、1）3DPS法は、身体形状の 2次元指標（体
表面積）および 3 次元指標（体積）の測定方法に
なり得る、2）3DPS 法を妥当基準として、身長およ
び身体質量を変数とした成人・児童の体表面積
の推定式を男女別に開発した、3）3DPS 法を身
体密度の推定に用いるためには、頭部および体
幹部の体積の測定精度の向上が必要である、こ
とが博士論文の主な知見として得られた。 
後輩への助言 
博士論文提出に向けて、後輩の皆さんへ 2 つ
の助言をしたい。まず 1 つ目の助言は、「自身の
研究に対していただいた意見を真摯に受け止め、
それを反映させる姿勢を持ち続けること」である。
指導教員、共同研究者は当然のことながら、その
他多くの人たちに色々な視点から意見をもらうこと
で、自分の視野が広がるとともに自身の考えを深
めることができ、それを反映させること研究・論文
の質を上げることにつながる。また、自分の研究を
より多くの人の目に触れさせることで、様々な角度
から沢山の質問が挙がる。聞かれた質問に対し
て答えるトレーニングを繰り返すことで、博士論文
口頭審査の質疑応答の際に自然と的確な受け
答えができるようになる。次に 2 つ目の助言は、
「博士論文提出に向けた長期的・中期的・短期
的な目標を設定し、計画的に 1 日 1 日を送ること」
である。これは当たり前のことのように聞こえるが、
実践するのが意外と難しく、私自身の最大の反
省点でもある。私たち博士課程の学生は、博士
論文という長期的な目標を達成するために、学会
発表という短期的な目標、「投稿論文 3 本（うち 1
本英語論文）」という中期的な目標をクリアしてい
かなくてはならない。目標達成に向けて自分がや
るべきことを明確にし、優先順位をつけてそれらを
効率的に遂行することが必須である。長いようで
あっという間の博士後期課程、後輩の皆さんには
ぜひ 1 日 1 日を大切に過ごしてほしい。
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食事バランスガイドの普及が食行動に及ぼす効果 
―博士論文の概要と後輩への助言― 
 
早稲田大学大学院スポーツ科学研究科 
博士後期過程 3 年 高泉佳苗  
  
博士論文の概要 
本論文では、食事バランスガイドのキャンペー
ンによる普及効果を明らかとするために、食事バ
ランスガイドを認知していない者の特徴を明らかと
すること、食事バランスガイドの認知による食行動
への効果を明らかとすることを目的とした。 
本論文で得られた主要な知見は、1）食事バラ
ンスガイドの認知により、食行動は向上していた、
2）食事バランスガイドを認知していない者は、健
康的な食行動の実践が少なかった、3）健康への
リスク要因を有している集団に食事バランスガイド
が認知されていた、4）男性では低所得者、女性
では未婚者、無職者、高学歴者に食事バランス
ガイドを認知していない者が多かったことである。 
 食事バランスガイドの普及によって、わが国の
健康課題である肥満者の減少、食生活に関する
知識・態度・行動の向上が求められている。肥満
やそのリスクを有する集団に食事バランスガイドが
認知されていたことは、食事バランスガイドの普及
によってわが国の健康づくりが推進された可能性
がある。一方、食事バランスガイドを認知していな
い者は健康的な食行動の実践が少ないことが示
され、わが国の公衆栄養活動を推進していく上で、
食事バランスガイドの認知度をさらに高めていく
必要性が示唆された。そのターゲットとなる集団と
して、男性の低所得者、女性の未婚者、無職者、
高学歴者が示された。 
 
後輩への助言 
博士論文の完成させる上で一番苦労したこと
は、各研究の道筋をどのように繋ぎ合わせて、一
つの博士論文にするかということでした。研究計
画において、博士論文のゴールを見据えた上で
の計画がいかに重要で難しいことかということを勉
強できました。また、それを自分のものにしていく
には、指導教員の先生をはじめ、共同研究者、
研究室のメンバーなどの意見やアドバイスをしっ
かりと自分で噛み砕きながら研究にプラスしていく
ことだと思います。私にとっては、英文論文の執
筆や国際学会での発表などを経験できたことは、
とても大きな収穫となりましたので、学生時代にた
くさんの経験を積んでほしいと思います。GCOE
プログラムに参加することで定期的な発表の期間
が増えますが、それを重荷に思わず、研究遂行
のペースや目標に置き換えて取り組めば効果的
だと思います。 
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野球投手の投じる直球の回転の解析 
―博士論文の概要と研究活動を振り返って― 
 
早稲田大学大学院スポーツ科学研究科 
博士後期課程 3 年 永見智行 
  
博士論文の概要 
野球投手の能力を評価する際、「伸び」、「キレ」
等といった感覚的表現が用いられる。これらは投
じられたボールの飛翔軌道の違い、すなわちボー
ルそのものの回転の違いを表していると考えられ
るが、その詳細は未だ分かっていない。本博士論
文では、より良い直球を投じるための指導法、トレ
ーニング法の構築に向け、プロ野球、大学野球
の一流投手が投じる直球の回転の特徴やメカニ
ズムを明らかにすることを目的とした。 
3 つの実験の結果、「伸び」があると評される直
球の特徴、ボール回転と飛翔軌道との関係、ボ
ール回転速度を決定する手指の動作が明らかと
なった。これらから、より良い直球を投じるための
方策を個々の持つボール回転の特性に合わせて
設定できる可能性が示唆された。 
 
研究活動を振り返って 
私は本学スポーツ科学部 2 年次からのゼミ、修
士課程、博士後期課程と 8 年間に渡って彼末研
究室（スポーツ神経科学）にお世話になった。研
究活動を始めるきっかけは学部生時に行ってい
た野球部でのトレーナー活動であり、研究成果は
できるだけスポーツの現場に還元しようと考えてき
た。実際に多くの選手、指導者の方々とお話しさ
せて頂く機会に恵まれたが、その中で最も考えさ
せられたことは「どう伝えるか」ということであった。
スポーツ分野では、研究者と指導者・選手との距
離が近いようで遠く、他方にアレルギー反応を示
す人も多い。そんな状況でこちらの意見を聞いて
もらい、さらに採り入れてもらうには、できるだけ分
かりやすく簡潔に伝えなければならないし、むしろ
相手の話を聞き出すことのほうが大事だと痛感し
た。 
これは学会発表や論文執筆においても同じだ
と考えている。特に学会発表では時間も限られて
いる上、そもそもこちらの研究内容に興味を持っ
ている聴衆はほとんどいない（と思う）。それでも彼
らを発表に惹きつけ、さらに指摘や意見を頂くに
は、少なくともこちらの用意するハードルをできる
だけ低くしておかなければならないだろう。これら
を実践的に学べる機会は GCOE プログラムでの
シンポジウムを含め数多くある。博士課程の皆さ
んは、より一層積極的な姿勢で臨むと良いのでは
ないだろうか。私自身ができなかった、という自戒
の念も込めて、後輩の皆さんへのメッセージとさせ
て頂きます。 
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女性のストレス・炎症マーカーの変動に及ぼす月経周期と持久性運動の影響 
―博士論文の概要と研究活動を振り返って― 
 
早稲田大学大学院スポーツ科学研究科 
博士後期課程 3 年 林田はるみ 
  
博士論文概要 
近年、健康への関心の高まりから有酸素性運
動を日常生活に取り入れる女性は多く、運動に
伴うストレス・炎症を月経周期ごとに精査すること
は、女性の健康を考える上で重要である。女性ホ
ルモンのエストロゲンには抗炎症作用があり、女
性ホルモンの分泌は月経周期により変動するた
め、運動時のストレス・炎症反応に影響を及ぼす
可能性がある。そこで本研究では、一般女性の
持久性運動負荷の生体反応（ストレス・内分泌・
炎症反応）に関して、月経周期の影響を検討す
るとともに、女性に対する唾液を用いたストレス・
炎症関連の測定指標の有用性を検討することを
目的とした。 
研究課題１では、女性 10 名を対象とし、月経
周期ごと（月経期・卵胞期・黄体期）に換気性作
業閾値  (VT) の 75%強度にて自転車エルゴメー
タ運動を 60 分間実施し、血漿中のストレス・炎症
マーカーの変動について月経周期の影響がある
かどうかを検討した。75％VT 強度の持久性運動
に伴い血漿中のインターロイキン(IL)-6 とカルプ
ロテクチンは有意に上昇し、月経期には運動によ
って上昇する IL-6 が白血球の活性化マーカーの
上昇に関係する可能性が示唆された。 
研究課題２では、女性 9 名を対象とし、月経期
に 100％VT 強度（中等度）と 75%VT 強度（低強
度）にて自転車エルゴメータ運動を 60 分間実施
し、血漿中のストレス・炎症マーカーの変動につ
いて運動強度の影響が認められるかどうかを検
討した。運動に伴い血漿中のカルプロテクチンは
中等度強度運動において有意な上昇が認めら
れ、月経期における運動に伴う IL-6 と白血球の
活性化は運動強度に依存して上昇することが示
された。 
研究課題３では、女性 8 名を対象とし、唾液の
ストレス・炎症マーカーに及ぼす (1)月経周期
（月経期・卵胞期・黄体期）と、(2) VT 強度で 60
分間の自転車エルゴメータ運動が及ぼす影響に
ついて唾液と血液を用いて比較検討した。月経
周期により安静時の唾液中の IL-6 の有意な変
動 が 認 め ら れ 、炎症性 サ イ トカイ ン  (IL-1β、
IL-6、IL-8、TNF-α) は月経期において最も高
値を示した。一方、持久性運動では血液で認め
られたストレス・炎症マーカーの変動を唾液にお
いては反映せず、女性の唾液中の炎症マーカー
は、月経周期に伴う安静時の炎症状態を反映す
るが、運動に伴う急性炎症は反映しないことが示
された。 
本研究により得られたデータは、女性の唾液を
用いたストレス・炎症測定における科学的根拠を
示し、スポーツ現場において女性の健康増進や
女性アスリートのコンディショニングを行う上で基
礎的な知見となり、運動やスポーツを実践する現
場に応用できるものと思われる。 
 
大学院生活を振り返って 
社会人院生として過ごしたこの 3 年間は、研究
活動と仕事との折り合いをつけながら、大変なが
らも充実した日々であった。博士後期課程を終え
ることができるのは、研究指導教員や GCOE プロ
グラム研究院助教・次席研究員の先生方のご指
導とご支援のおかげであり、心からお礼申し上げ
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たい。 
GCOE プログラムでは国際学術交流や国際学
会発表の機会を得たり、他分野の大学院生との
共同研究や情報交換を通じて、視野が広がり今
後につながる貴重な経験をすることが出来た。こ
こで得た知識と技術、そして人のつながりが今後
の人生を支えていくものと実感している。 
時間の制約が大きく、奨学金などの支援も望
めない中で、研究活動を最優先にして結果を出
し続けることは、容易なことではなく、社会人院生
共通の悩みであろう。しかし、チャンスに対してた
めらうことなく積極的にチャレンジし、自ら行動す
ることが自身の成長につながることを社会人院生
へのアドバイスとしたい。 
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クロスカントリースキー競技の滑走動作に関するバイオメカニクス的研究 
―博士論文概要と研究活動を振り返って― 
 
早稲田大学大学院スポーツ科学研究科 
博士後期課程 3 年 藤田善也  
  
博士論文概要 
クロスカントリースキー競技においては、競技中
に扱われる滑走技術を高めてパフォーマンスとな
る滑走速度を増加させる、あるいは高い滑走速
度を維持させるための情報に基づいた指導やトレ
ーニングの方法を構築することが競技パフォーマ
ンスの向上に寄与すると考えられる。そこで本学
位論文では、クロスカントリースキー競技の効果
的な技術トレーニングの構築において重要となる
様々な技術情報をバイオメカニクス的手法によっ
て明らかにすることを目的とした。 V2 スケーティ
ング走法中の滑走速度に伴う動作の変化につい
て動作分析した結果、滑走速度の増加に伴い、
スキー板を接地後、スキー板のプッシュオフ動作
が行われる前に一度スキー板が地面から離れる
フライト局面が発生することが明らかとなった。一
方、女子選手の V2 スケーティング走法中の動作
と力について分析した結果、滑走速度の増加に
伴うフライト局面の発生はみられなかったこと、滑
走中の力が増加したこと、力の波形をみるとフライ
ト局面を発生させる可能性があることが明らかとな
った。さらに、女子選手のトレーニング事例として、
フライト局面を伴う V2 スケーティング走法の指導
およびトレーニングをさせた結果、フライト局面の
発生を促す指導が滑走速度を増加させるために
有効な手段であることが明らかとなった。これらの
結果を踏まえ、クロスカントリースキー競技におけ
る指導および技術トレーニングとバイオメカニクス
的分析の意義について考察した。 
 
研究活動を振り返って 
私の修士課程、博士後期課程在学時の研究
テーマは、クロスカントリースキー滑走中の「力を
測る」ことであった。そのため研究は、スキー板と
ポールに装着できる力センサを製作することから
始まった。被験者に従来通りのパフォーマンスを
発揮させるための軽量化、分析精度やセンサの
強度の向上に頭を悩まされながら、幾度も失敗を
繰り返して力センサの完成に至った。しかし、ただ
力を測るだけでは研究データとしては有益であっ
ても被験者である選手には無益なものになること
もあり、選手に申し訳ない気持ちでデータ収集を
する日々が続いた。競技スポーツを対象とする研
究の難しさを感じる一方で、コーチング領域の博
士論文として、ただ力を測るだけでなく、実際の
競技パフォーマンスを向上させる指導方法を見
出したいと考えた。その結果、競技パフォーマン
スである滑走速度の向上に寄与することができ、
選手にとっても有益な研究になったのではないか
と思われる。私は、選手、指導者、研究者という
立場で研究をする機会に恵まれ、競技現場から
多くのアイディアを得た。身体運動やスポーツを
扱う研究者であれば、研究室に入り浸るのではな
く、ぜひ実際の現場に足を運んでいただきたい。
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中国成人における推奨身体活動を増加させるための方策の検討 
―博士論文の概要と後輩へのメッセージ― 
 
早稲田大学大学院スポーツ科学研究科 
博士後期課程 3 年 馬佳濛  
  
博士論文の概要 
はじめに、中国成人の身体活動状況と行動疫
学の枠組みについて論述するとともに、推奨身体
活動、身体活動と健康関連 QOL、推奨身体活
動の実施状況および推奨身体活動量の関連要
因に関して、従来の知見を詳細に記述した。そし
て、問題点として、これまでの研究では、中国成
人を対象とした研究がほとんどなされていない点
を挙げた上で、中国成人の状況を解明するため
の 3 つの研究課題を設定した。課題１では、推奨
身体活動の実施と健康関連 QOL との関係を実
証するために調査を実施し、身体活動推奨量の
充足は健康関連 QOL における複数の下位尺度
と関連するという結果を得た。課題２では、推奨
身体活動の実施状況と社会人口統計学的要因
との関連を検討した。その結果、推奨量を充足し
ていた対象者は全体の 87.3％であり、40 歳代お
よびやや高収入の女性は、有意に推奨身体活
動量を充足していたことが示された。課題３では、
推奨身体活動の実施と心理的、社会的および環
境的要因との関連性を検討した。その結果、男
女ともにセルフ・エフィカシーと施設へのアクセス
は推奨身体活動の実施と有意に関連しているこ
とが明らかとなった。また、女性では、医療従事者
による助言を受けている者および農村部在住者
は、推奨身体活動量の実施と有意に関連してい
ることも明らかとなった。 
 
後輩へのメッセージ 
振り返ってみると博士課程の 3 年間では研究
漬けの日々だった。博士論文の構想から、文献
収集、倫理審査、質問紙の調査・回収、論文執
筆、投稿、学会発表までは収穫多きプロセスであ
った。これらのことを遂行できたのは、指導教員村
岡教授の熱心の指導と助手や同領域の院生た
ちの支援を受けるのはもちろんのこと、自分として
可能な限り毎日早朝から夜遅くまで研究室にい
ることを心懸けていたからと考える。研究室は自
分自身にとって研究の取組みに最も効率の良い
場所であるが、研究を進めるうえで、指導教員と
の交流は不可欠であり、常に研究室にいると随
時に指導を受けられ、問題点を即時に解決でき
るため研究がより捗るからである。また、研究者に
とって文献を読むことは基本であるが、このプロセ
スを遂行してからは、大量な文献を精読する重要
性を改めて再認識させられた。修士課程修了ま
で専門分野が異なった私は最初の頃に戸惑った
が、博士課程の研究対象領域の文献を読むこと
によって、博士論文の全体像をイメージでき、方
向性の確定に導かれた。そして、論文執筆の手
法を学べるのみではなく、その分野における最新
情報を把握でき、論文執筆に大いに役立った。さ
らに、外国人留学生に対して助言したい。勉学に
ついて日本人より倍の努力を払い、研究計画、
論文執筆などには早期に取り組むとともに、視野
を広げるために積極的に学会発表をしていただ
きたい。そして、国の文化などが異なるため、独自
の発想や個性を伸ばすことは良いが、研究のみ
ならず生活上でも異国の基本的な原則には従う
べきであるとともに、指導教員や助手、他の院生
たちとの多くの交流を通じて互いに理解し、信頼
関係を築けばより楽しい研究生活ができるだろう
と考える。
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運動イメージ中の脳活動に体性感覚が及ぼす影響 
―博士論文の概要と後輩へのメッセージ― 
 
早稲田大学大学院スポーツ科学研究科 
博士後期課程 3 年 水口暢章  
  
博士論文の概要 
運動イメージとは実際の動きを伴わずにある動
作を想起するものと定義される。運動イメージを
繰り返し行うと運動スキルが向上することが数多く
報告されていることから、スポーツ選手に有用で
あると考えられる。博士論文では物体への接触に
よって生じる体性感覚が運動イメージ中の脳活
動に及ぼす影響を検討した。その結果、物体へ
の接触によって生じる体性感覚により運動イメー
ジ中の皮質脊髄路の興奮性が高まることを示唆
した。また、何かに触れていれば何でもいいので
はなく、運動イメージで用いる物体に触れる必要
があることを明らかにした。さらに、物体への接触
により運動イメージ中の皮質脊髄路の興奮性が
高まることに前頭前野が関係している可能性を示
唆した。これらの結果は、イメージトレーニングを
行う際に実際に道具に触れながら行うことでより
効率的にトレーニングを行える可能性を示唆して
いる。 
 
後輩へのメッセージ 
一番伝えたいことは、博士論文の提出のため
に長期的な計画を立てて研究を進めてほしいと
いうことです。博士論文提出には査読付き論文が
受理されていることが要件となっていますが、自
分が思っていた通りに論文が受理されることはほ
とんどないと思います。私の場合も思っていたより
も半年から 1 年以上論文受理までに時間がかか
ってしまいました。締切直前に頑張ろうと思ってい
ても、投稿論文の査読や指導教員からの添削に
は時間がかかるので、最悪の場合博士論文提出
に間に合わないかもしれません。そのため、余裕
を持って博士論文を提出できるように計画を立て
て頑張ってもらいたいと思います。まだ 1 年生だ
からといって博士論文は先の話だとは思わないで
ください。博士課程の 3 年間はあっという間に過
ぎてしまいます。最後に、GCOE が採択され、み
なさまはとても恵まれた環境にあります。この環境
を最大限に生かして自分を高めてください。 
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日本統治下台湾における武士道野球の受容と展開 
―博士論文の概要と研究遂行のプロセス― 
 
早稲田大学大学院スポーツ科学研究科 
博士後期課程 3 年 林勝龍 
  
博士論文の概要 
本研究は日本統治下台湾における武士道野
球の受容と展開を論じたものである。 
 日本の台湾領有は台湾人の日本人化を目
指し、同化政策に基いた植民地政策を展開した。
それと同時に野球も日本を経由して台湾に伝わ
った。 
 1920 年代までには日本人による日本人の野
球基盤が作られたものの、台湾人の野球参加は
少なかった。このような状況を一変したのは台湾
人の積極的な初等教育受け入れであった。体操
科を通じて「武士的競技概念」を身に付け、1920
年代より公学校の野球競技が盛んに行われるよ
うになった。 
1928年、嘉農野球部が日本人、漢民族、原住
民の協和する形で創部された。監督の近藤兵太
郎は「精神野球」「平等主義」「実力主義」の理念
に基き、民族を問わず指導を行った。その結果
1931 年、嘉農は台湾地区の代表として第 17 回
全國中等学校優勝野球大会に出場し、初出場
ながらも準優勝を果たした。大会期間中、三族協
和の嘉農選手は大会が求める武士的行動の体
現者と報道された。この背景には台湾人の積極
的な日本教育受け入れの姿勢があった。これは
すなわち台湾人が武士道野球を理解し、日本精
神、皇国精神を身体的、思想的、行動的に受け
入れたことを意味した。 
 
研究遂行のプロセス 
一、「テーマの選定」:自分が興味を感じるテーマ
を選定し、このテーマに関する先行研究を徹底
的に収集すること。そして、これらの先行研究を
検討して、これまで明らかにされていない部分を
掘り出し、それらを検討することで、博士論文の
独創性が出てきます。 
しかし、先行研究の収集や検討については相
当な時間を費やさなければなりません。したがっ
て、一年生のうちに、多くの先行研究を検討し、
どこまで研究の独創性を確保できるかによって、
卒業までの時間が左右されるので、研究計画を
早めに設定する事を心がけましょう。 
二、「先行研究への批判」:先行研究を読破する
だけではなく、先行研究が引用したり、参考文献
にしたりしている研究をも再検討する必要がありま
す。なぜならば、研究者の見かたによって、資料
の読み取りが違ってくるので、自分でこれらの引
用された文献を再検討することが不可欠だからで
す。 
三、「規則正しい生活を送ろう」:博士論文との長
期戦を勝ち抜くために、規則正しい生活を送りま
しょう。私の場合、博士後期課程に入学する前に、
研究室に近いアパートを借りて、研究生活をスタ
ートした。通学時間を短縮できるので、研究できる
時間が増える。そして、絶対に徹夜しない。さらに
定期的に運動すること。長期戦なので、自分なり
の研究や生活のバランスを取ってください。 
 
 
